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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

教
科
書
検
定
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に
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一 

 



 

一 

教
科
書
検
定
基
準
の
改
定
に
つ
い
て 

 
3 

こ
の
教
科
書
問
題
の
発
端
と
な
つ
た
日
本
の
新
聞
記
事
は
、
取
材
上
の
手
違
い
等
に
よ
る
誤
報
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
国
の
要
求
に
こ
た
え
た
理
由
は
何
か
。 

2 

こ
の
中
国
の
抗
議
は
内
政
干
渉
で
あ
り
、
国
連
憲
章
の
精
神
に
反
す
る
が
故
に
前
記
検
定
基
準
の
改
定
は

無
効
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

1 

昭
和
五
十
七
年
六
月
中
国
よ
り
の
教
科
書
記
述
に
つ
い
て
の
抗
議
以
来
、
同
年
十
一
月
二
十
四
日
検
定
基

準
の
改
定
に
至
る
期
間
に
お
け
る
作
業
過
程
は
外
交
が
優
先
し
、
教
育
が
こ
れ
に
追
従
し
た
と
見
ら
れ
る
が

ど
う
か
。 

小
中
学
校
及
び
高
校
等
に
お
け
る
教
科
書
検
定
の
問
題
に
関
し
、
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。 

教
科
書
検
定
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

二 

南
京
虐
殺
事
件
の
記
述
に
つ
い
て 

3 

近
現
代
史
に
お
い
て
は
、「
学
界
の
通
説
」
と
い
う
も
の
は
未
だ
定
ま
つ
て
い
な
い
。
こ
れ
が
、
学
界
の
共 

2 

「
外
務
省
外
交
史
辞
典
」
に
記
述
さ
れ
た
南
京
事
件
は
一
学
者
の
一
説
に
す
ぎ
ず
、
南
京
に
虐
殺
が
な
か
つ

た
と
い
う
学
者
の
一
説
も
あ
り
、
こ
れ
を
も
つ
て
南
京
に
何
十
万
人
の
虐
殺
事
件
が
あ
つ
た
と
い
う
「
根
拠
」

と
は
な
り
得
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。 

1 

本
年
七
月
二
十
日
の
文
教
委
員
会
に
お
け
る
私
の
質
問
に
対
し
て
の
高
石
政
府
委
員
の
答
弁
の
う
ち
「
南

京
虐
殺
事
件
に
つ
い
て
の
学
界
の
通
説
の
根
拠
と
し
て
示
さ
れ
た
外
務
省
の
資
料
」
と
は
い
か
な
る
も
の 

か
。
私
の
閲
覧
し
た
限
り
に
お
い
て
は
「
外
務
省
外
交
史
辞
典
（
昭
和
五
十
四
年
三
月
三
十
日
発
行
）
」
以
外
、

そ
れ
ら
し
い
資
料
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
そ
の
外
に
資
料
が
あ
れ
ば
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
頂
き
た
い
。 

4 
こ
の
抗
議
が
な
く
と
も
検
定
基
準
は
改
定
さ
れ
た
か
。
こ
の
こ
と
が
な
か
つ
た
ら
改
定
さ
れ
な
か
つ
た
か

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

四 

 



 

4 
社
会
科
の
教
科
書
の
う
ち
「
南
京
虐
殺
事
件
」
の
被
害
者
の
数
な
ど
の
基
礎
と
な
つ
た
と
思
わ
れ
る
資
料
は

お
お
む
ね
左
の
資
料
と
思
わ
れ
る
が
ど
う
か
。 

通
認
識
と
な
つ
て
い
る
と
思
う
が
如
何
。 

Ａ 

南
京
安
全
区
国
際
委
員
会
公
式
書
簡 

Ｂ 

Ｌ
・
Ｓ
・
Ｃ
ス
ミ
ス
編
「
南
京
地
区
に
お
け
る
戦
争
被
害
」 

右
重
要
部
分
（
兵
士
の
暴
行
に
よ
る
死
亡 
二
、
四
〇
〇
人
、
同
傷
害
三
、
〇
五
〇
人
、
拉
致
さ
れ
た

も
の
四
、
二
〇
〇
人
） 

右
重
要
部
分
（
安
全
区
の
人
口
に
つ
い
て
は
、
昭
和
十
二
年
十
二
月
中
の
文
書
三
通
と
も
二
十
万
人
と

記
載
、
昭
和
十
三
年
一
月
以
降
七
通
と
も
二
十
五
万
人
と
記
載
） 

一
九
三
七
年
十
二
月
～
一
九
三
八
年
三
月
ま
で
の
都
市
及
び
農
村
の
調
査 

委
員
会
よ
り
、
日
本
軍
・
日
本
大
使
館
・
外
国
公
館
に
送
ら
れ
た
公
式
文
書 

五 

 



 

5 

こ
れ
が
基
礎
資
料
と
す
れ
ば
、
い
か
に
計
算
し
て
も
、
二
十
万
人
、
三
十
万
人
の
殺
害
と
い
う
数
字
は
出

て
こ
な
い
と
思
う
が
、
何
に
よ
つ
て
こ
の
数
字
が
出
た
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

Ｄ 

Ｎ
・
Ｙ
・
タ
イ
ム
ズ
、
Ｔ
・
ダ
ー
デ
ィ
ン
記
者
の
記
事
（
昭
和
十
二
年
十
二
月
十
八
日
号
・
同
十
三
年

一
月
九
日
号
） 

な
お
、
こ
れ
以
上
の
大
量
殺
害
を
示
す
一
次
的
資
料
と
し
て
、
権
威
あ
る
資
料
が
あ
れ
ば
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
。 

Ｃ 

ア
メ
リ
カ
大
使
館
報
告 

ア
メ
リ
カ
の
エ
ス
ビ
ー
副
領
事
が
昭
和
十
三
年
一
月
南
京
に
残
留
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
人
か
ら
調
査
し

て
国
務
省
へ
送
つ
た
報
告
書
。
（
東
京
裁
判
検
察
側
証
拠
） 

右
重
要
部
分
（
南
京
防
衛
軍
の
数
五
万
人
） 

右
重
要
部
分
（
南
京
防
衛
軍
（
中
国
軍
）
の
数
五
万
人
） 

六 

 



 

三 
北
方
領
土
等
の
記
述
に
つ
い
て 

(3) 

ソ
連
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
同
条
約
に
よ
つ
て
北
方
領 

(2) 

我
が
国
の
関
与
し
な
い
、
従
つ
て
責
任
を
有
し
な
い
ヤ
ル
タ
協
定
に
よ
る
ソ
連
の
参
戦
と
北
方
領
土
の
占

有
が
、
あ
た
か
も
合
法
的
で
あ
る
か
の
ご
と
き
記
述
を
さ
れ
て
い
る
点 

(1) 

終
戦
後
に
お
け
る
ソ
連
の
対
日
侵
略
に
よ
つ
て
北
方
領
土
が
奪
わ
れ
た
事
実
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
点 

教
科
書
の
北
方
領
土
等
に
関
す
る
記
述
に
は
、
多
く
の
誤
り
や
問
題
点
が
あ
る
が
、
以
下
に
指
摘
す
る
点
に

つ
い
て
是
正
さ
れ
る
べ
き
と
思
う
が
如
何
。 

（例） 

学
校
図
書
株
式
会
社
「
中
学
校
社
会
歴
史
」
二
七
二
頁 

（例） 

ほ
と
ん
ど
全
部
の
教
科
書 

「
こ
の
会
談
で
は
、
ド
イ
ツ
降
伏
の
三
カ
月
以
内
に
ソ
連
が
対
日
参
戦
す
る
こ
と
。
そ
の
か
わ
り
樺
太
・

千
島
を
ソ
連
に
引
き
わ
た
す
こ
と
な
ど
が
、
秘
密
に
と
り
き
め
ら
れ
た
。
」 

七 

 



 

(5) 

沖
縄
米
軍
基
地
と
北
方
領
土
の
地
図
を
並
べ
て
掲
げ
そ
の
縮
尺
を
こ
と
さ
ら
違
つ
た
も
の
と
し
、
北
方
領 

(4) 

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
は
、
ア
メ
リ
カ
が
日
本
に
押
し
つ
け
た
も
の
で
あ
る
か
の
ご
と
き
記
述
を

さ
れ
て
い
る
点 

土
に
関
し
、
何
ら
の
権
利
権
限
を
有
し
な
い
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
点 

（例） 

中
教
出
版
株
式
会
社
「
中
学
生
の
社
会
科
」
二
八
八
頁 

（例） 
教
育
出
版
株
式
会
社
「
改
訂
中
学
社
会
」
二
九
二
頁 

「
ア
メ
リ
カ
は
長
期
に
わ
た
る
日
本
占
領
で
反
米
感
情
の
高
ま
る
こ
と
を
心
配
し
た
。
朝
鮮
戦
争
が
起

き
る
と
、
日
本
を
独
立
さ
せ
、
西
側
に
つ
な
ぎ
と
め
て
お
く
こ
と
が
有
利
と
考
え
、
日
本
と
の
講
和
を
急

い
だ
。
」 

「
千
島
の
帰
属
に
つ
い
て
は
、
平
和
条
約
で
き
め
ら
れ
ず
、
北
方
領
土
問
題
と
し
て
日
本
と
ソ
連
の
外

交
関
係
の
重
要
問
題
と
し
て
残
さ
れ
た
。
」 

八 

 



 

(8) 

終
戦
当
時
、
明
ら
か
に
日
本
の
領
土(

行
政
上
の
本
土)

で
あ
つ
た
南
樺
太
を
植
民
地
で
あ
つ
た
と
記
述
し

て
い
る
点 

(7) 

ソ
連
が
対
日
戦
に
参
加
し
、
我
が
本
土
に
侵
略
し
た
こ
と
を
あ
え
て
避
け
て
記
述
し
て
い
る
点
（
当
時
、

本
土
で
あ
つ
た
南
樺
太
・
朝
鮮
・
千
島
に
侵
略
し
て
来
た
こ
と
は
、
い
ず
れ
も
欠
落
な
く
記
述
す
べ
き
で
あ

る
。
） 

(6) 
沖
縄
に
お
け
る
、
あ
る
い
は
原
爆
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
暴
挙
を
大
々
的
に
記
述
す
る
反
面
、
北
方
領
土

に
お
け
る
ソ
連
の
暴
挙
に
つ
い
て
は
記
述
し
て
い
な
い
点 

土
は
余
り
に
も
小
さ
く
、
沖
縄
米
軍
基
地
は
余
り
に
も
大
き
く
図
示
し
親
ソ
反
米
的
編
集
と
な
つ
て
い
る
点 

（例） 

東
京
書
籍
株
式
会
社
「
新
し
い
社
会
」
二
八
九
頁 

「
ソ
連
も

8
日
ヤ
ル
タ
協
定
に
も
と
づ
き
日
ソ
中
立
条
約
を
無
視
し
て
日
本
に
宣
戦
し
、
満
洲
に
攻
め

こ
ん
で
き
た
。
」 

九 

 



 

四 

検
定
制
度
の
見
直
し
と
記
述
の
誤
り
の
是
正
に
つ
い
て 

4 

そ
の
場
合
に
次
回
の
検
定
ま
で
の
措
置
は
い
か
に
な
さ
れ
る
か
。 

3 

学
校
教
科
書
の
検
定
に
つ
い
て
、
既
に
検
定
済
み
使
用
中
の
教
科
書
の
中
に
明
ら
か
な
る
記
述
内
容
の
誤

り
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
い
か
な
る
手
続
き
に
よ
つ
て
修
正
さ
れ
る
か
。 

2 

教
育
は
国
家
百
年
の
大
計
と
い
わ
れ
る
が
、
今
後
の
国
家
運
用
上
の
高
度
な
る
見
解
に
お
い
て
、
ま
た
次

代
を
担
う
青
少
年
の
正
し
い
愛
国
心
を
涵
養
す
る
上
に
お
い
て
、
検
定
制
度
等
を
見
直
し
、
是
正
さ
れ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。
そ
の
所
見
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

1 

昨
今
の
学
校
教
科
書
を
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
我
が
国
の
近
現
代
史
を
近
隣
諸
国
へ
の
侵
略
史
と
断
定

し
て
い
る
が
そ
れ
で
あ
つ
て
よ
い
か
。 

（例） 

学
校
図
書
株
式
会
社
「
中
学
校
社
会
地
理
」
一
三
五
頁 

「
第
二
次
大
戦
に
敗
れ
る
ま
で
、
台
湾
・
南
樺
太
・
朝
鮮
な
ど
を
植
民
地
と
し
て
い
た
が
…
…
」 

一
〇 

 



 

 

一
一 

5 
既
に
誤
つ
た
教
科
書
に
よ
つ
て
教
育
を
受
け
終
つ
た
児
童
生
徒
へ
の
政
府
の
責
任
は
い
か
に
し
て
果
た
さ

れ
る
か
。 

五 

歴
史
教
育
の
あ
り
方
と
教
科
書
の
検
定
に
つ
い
て 

1 

お
よ
そ
一
国
の
歴
史
は
、
そ
の
国
そ
の
民
族
の
文
化
で
あ
り
、
名
誉
あ
る
過
去
と
希
望
あ
る
将
来
へ
の
理

想
で
あ
る
と
私
は
信
じ
る
が
、
純
粋
学
問
と
し
て
の
歴
史
と
、
教
育
と
し
て
の
歴
史
は
、
そ
の
記
述
の
基
本

理
念
に
相
違
が
あ
つ
て
当
然
で
あ
り
、
教
育
と
し
て
の
歴
史
は
少
な
く
と
も
、
自
国
の
栄
光
と
名
誉
を
汚
さ

ず
子
弟
を
し
て
、
自
ら
の
国
に
愛
敬
と
尊
仰
の
思
い
を
抱
か
せ
る
べ
く
配
慮
さ
れ
る
べ
き
と
思
う
が
見
解
は

ど
う
か
。 

2 

今
日
検
定
を
了
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
学
校
教
科
書
に
お
け
る
歴
史
の
記
述
は
、
国
の
教
育
方
針
に
沿
つ

て
い
る
か
否
か
。 

右
質
問
す
る
。 


